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近代多良間島の生産

－その経済史的側面一

川平成雄＊

多良間島の人たちは、多良間島の大地・水・息吹に育まれるなかで、ものを作り・生活

を営んできた。このことは、時を経ても変わることのない悠久の内にある。悠久の流れの

基底にあるのは何か、このことをつかみたい。分析の対象時期を近代におき、時代の流れ

のなかでの生産をとらえることにする。

まず、つぎの点を確認し、論理展開へとつなげることにしたい。産業別の生産額を図１

図１産業別の生産額
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出所：『沖縄県統計書」各年版。
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からみると、農業部門が圧倒的な比重を占めており、さとうきび・甘藷がその主要なもの

であり、農業部門につづくのが工産部門で黒糖がその主要なものである。つぎに産業別戸

数を図２から確認すれば、本業とするものは、圧倒的に農業部門で、ついで水産部門と続

き、副業とするものでも、農業が多く、畜産、水産、工産の順となる。このことを反映し

て産業別の男女数も図Ｓにみるように、農業部門に集中しており、次位にくるのが水産部

門である。多良間島の人たちは、いわば“土地の恵，，と‘`海の恵”を最大限に禾|｣用し享受
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することで生産と生活が密接な関連でもって結び付いていたことが知れるのである。

図２産業別戸数
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図Ｓ産業別男女数
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出所：図２，図３『沖縄県統計書』各年版。
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第１節農業生産の有り様

農業生産の有り様であるが､表１にみるように､専業､兼業とも自作農家の比重が高い。

； 表１専業・兼業別および自作・小作。白小作別農家戸数

創作
４
｜
幻
一
切
一
妬
－
３

Ｉ
出所：『沖縄県統計書」各年版。

ところが、専業、兼業別の男女数を表２から確認すれば、男女とも圧倒的に専業に集中し

表２専業･兼業別の男女数

出所：『沖縄県統計書」各年版。

ており、兼業はわずかにすぎない。つぎに、表１の「専業・兼業別および自作・小作・自

小作別農家戸数」とも関連することであるが、表ｓで知れるように、自作地が多くを占め

ている。

１８９６（明治29）年以降、耕地面積の大幅な拡大がみられるのは、「村誌たらま島』による

と、１８８９（明治22）年にさとうきびが多良間島に導入され、製糖組合ができた1894（明治

27）年から9５（明治28）年にかけて、さとうきびの本格的な栽培が開始されたことによる

という。

耕地所有面積別の農家戸数を表４からみると、平均して、１町から２町未満層が多く、
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表Ｓ自作・小作別耕地面積および原野面積

自作地(町・反）

畑

252.5

204.9

1,291.8

1,390.2

1,140.0

1,128.2

1,103.4

1,101.2

1,084.0

,961.3

958.3

969.8

型;唾ョ原野面積(町仮）
1883(明

1891(明

1896(明

1901(明

1906(明

1915(大

1917(大

1923(大

1925(大

1930(昭

1935(昭

1940(昭

佃
一
鋤
一
別
一
測
一
測
一
の
一
③
｜
⑭
｜
仰
一
団
而
一
⑤

1.0

879.4

888.2

888.2

890.0

888.0

Ⅲ｜Ⅷ｜Ⅲ｜川

出所:『沖縄県統計書』各年版。

表らの耕作面積でも１町から２町未満層の多いことが知れる。沖縄全体をみた場合、５反

表４耕作所有面積別の農家戸数

１町以上

２町未満

915(大４）１３１９７２５１１６５１１６５F

917(大６）２５２２１５１４５１０624

923(大１２）２８６６３０６９０８０１２584

925(大１４）９８８７３２９６１５６3634

930(昭５）１８６２１０１７１５３２１641

935(昭１０）２３７２１１１５６５６２３68

940(昭１５）２１５２１０１７８１０４３７１［

ノ出所：『沖縄県統計書』各年版。

表ら耕作面積別の農家戸数

５反未満

鑑【二霊ｊｉＩ
１０町以上

出所：『沖縄県統計書』各年版。

未満層の比重が高いのと比較すれば、この点は多良間島の大きな特徴といえる。
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第２節さとうきび栽培・砂糖生産の動き

表６は、最近の主要作物の生産状況を示したものである。それによると、さとうきびが

表６主要作物の生産状況（1996）

生産額

（千円）

364,492

６６，９８８

９，２７０

１，８９７

１６，１８１

10,919

469,747

出所：『村勢要覧』（平成１２年)。

’
表うさとうきび生産状況

出所：『村勢要覧』（平成１２年)。

栽培面積、生産額ともほかの作物を圧倒し、ついで、葉たばこ、とうがん、すいか、と続

く。また、表フからさとうきびの生産状況をみれば、肉用牛の飼養戸数および飼養頭数の

増加による牧草地の拡大を反映して、栽培戸数・栽培面積とも年を追うごとに減少してい

るものの、収穫高の増大がみられることである。このような現状にあるにせよ、多良間島

が“さとうきびの島，,であることには変わりがない。渡久山春好編集の『村の歴史散歩』

は、多良間島の状況を「住民は人情豊で連帯感がみなぎり、多くの年中行事をこなしてい

る。また、昔ながらのユイマールが定着しており産業振興に貢献している。公務員や会社

員等サラリーマンを除けばほとんどの人が農業を生業としている。機械化農業となり、大

－１７－
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規模農家が多くなっている。基幹作物としてのさとうきび作をはじめ、果菜類のハウス栽

培や葉菜類の露地栽培、さつまいもや豆類の栽培、たばこ栽培等のほか、近年畜産も盛ん

に行われるようになり、牧草の植栽面積も年と共に広くなっている。多くは専業農家であ

るが、商業､建設業､漁業との兼業農家もあり、－部に漁業を生業としている家庭もある｡」
と、指摘する。

では､この特徴的な生産状況はどのような歴史的経緯を経て作り出されたのであろうか。

このことを確認することにしたい。

表Ｓから知れるように、さとうきびの作付面積は、１８９６（明治29）年から1930（昭和５）

年まではバラツキがあるが、増加傾向を示しており、１９３５（昭和10)年以降は減少をみる。

表Ｂさとうきびの作付面積・収穫高

1896(明２９）

1915(大４）

1917(大６）

1923(大１２）

1925(大１４）

1930(昭５）

1935(昭１０）

1940(昭１５）

出所：『沖縄県統計書』各年版。

このことは、中央政府がとった戦争遂行のための食糧確保政策のあらわれであり、さとう

きび作付面積の減少分は、甘藷の栽培に振り向けられたものと考えられる。さとうきび作

付面積の減少にもかかわらず、収穫高は増加の傾向を示す。その要因となったのが、さと

うきびの品種改良と集約栽培であった。そして、表ｇから確認できるように、さとうきび

表ｇ規模別さとうきび栽培戸数

（）：％

Ｔ反耒憲ＴＴ反]z〔工－１~三７頁１ｺ正~Ｆ１度]Ｚ[工~Ｆ１度]z[工T百両主TT所i亥ｒ
Ⅲ［

出所：『沖縄県統計書』各年版。

栽培面積は２反から４反層の農家が多数を占めていた。また、表10にみるように全体的

には、製造戸数・製糖高とも増加の傾向を示す。
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表１０黒糖の製造戸数・製糖高・価額

価額(円）

測
一
測
一
⑪
｜
①
｜
⑭
｜
側
一
③
而
一
⑤

1901(明

1906(明

1915(大

1917(大

1923(大

1925(大

1930(昭

1935(昭

1940(昭

５，９０３

９，７４２

２２，２９６

３０，７２０

３３，３４６

ｅ535

23,109

128,584

出所：『沖縄県統計書』各年版。

１９３０（昭和５）年の製糖高の急激な落ち込みは、多良間島を襲った風速65メートルの大

暴風雨によるもので、被害の甚大さがこの数値ひとつからでも窺い知ることができる。多

良間島の人たちは、自然の脅威にめげることなく、生産の増大につとめ、その結果が1940

（昭和15）年にあらわれる飛躍的な伸長であった。ここに、現在の多良間島の基幹作目で

あるさとうきび､基幹生産物である砂糖の強靭さの基盤をみてとることができるのである。

表11から製糖場の生産形態をみれば、牛などの畜力を原動力とする在来式製糖場が支配

的で、しかも鉄車による歩留まりは効率が悪く、その反映こそ、表12にみられるような1０

表１１製糖場
単位：個

搾汁鉄車

（畜力）

Ｉｕ５）３８

〕35(昭１０）３７37

940(昭１５）５８５８

出所：『沖縄県統計書』各年版。

挺未満（１挺＝120斤＝72キログラム）層の製糖農家戸数の多さとなってあらわれていると
いえよう。にもかかわらず、唯一ともいいうるほどの現金収入であった黒糖だからこそ生
産を継続するのであり､多良間島の人たちはこのなかに生活の基盤を置いていたのである。

－１９－



「‐‐’’‐，，’‐’，’’‐，‐‐‐‐‐’‐‐，‐‐‐‐‐‐Ⅲ‐，‐‐‐‐‐’‐‐．‐‐‐勘‐‐‐ＤＢＩｌ５ⅡロートⅡＰ・■ｌＰＪｒｆ目ＦＦＨ可瓜ｐＵｉｌＩ：Ⅱ踵は血晒■…・中：汁ｌ酷０．… 表１２規模別製糖戸数

（）：％

繼騨i露l窯Ei窯王｡三二臣引鳫'1１
注）１挺＝１２０斤

２千斤未満５千斤未満１万斤未満１万斤以上計

1923４（１４）４０（１４０）139(４８６）103(３６０）286

1925１１（３５）３８（１２３）100(３２３）161(５１９）３１０

出所：nIin縄県統計書」各年版。

第３節農作物生産の有り様

表13から多良間島の農作物はどのようなものであったのかをみると、甘藷・粟・麦・大

表１３農作物

1891(明２４）1896(明２９）1901(明３４）1883(明１６） 1906(明３９）

庁盲i責T坂1頭

－２０－
切宣

｜計一繩｜棚一皿一棚一

Ⅲ｜Ⅲ
Ⅲ

5挺

未満

5挺

以上

10挺

以上

20挺

以上

30挺

以上

40挺

以上

50挺

以上

60挺

以上

90挺

以上

100挺

以上

324(59.3） 159(29.1） 60(11.0） 3（0.5）

69(23.1） 121(40.5） 95(31.8） 9（3.0） 4(1.3） 1(0.3）

96(32.9） 162(55.5） 27（9.2） 4（1.4） 3(1.0）

43（9.6） 87(19.3） 138(30.7） 131(29.1） 25(5.6） １２(2.7） 6(1.3） 4(0.9） 2(0.4） 2(0.4）



i二二：llii
高穫
麦

収

作付反別

麦

裸麦大麦裸麦小麦大麦裸麦小麦

1883(明１６）１９７２８８３２４６６10596

1891(明２４）５４９１３６５０24

1896(明２９）６４８１６５３３２１２１２０65

1901(明３４）１４０７３１１２２１０３７３１１１２３

１９３５(昭１０）106

1940(昭１５）７５７

出所：『沖縄県統計書』各年版。

豆・小豆などが主たるもので、そこに多良間島の人たちの“生活の糧，，があったといえよ

う。『村の歴史散歩』によれば、「十七世紀の中頃から甘藷が主食となったが、穀税の上納

に支障をきたすとして作付制限があったといわれている。そればかりかいもづるの虫害や

風干害が多く、食料として需要を満たすことはできず、ソテツ株の申請や植付けが幾度と

なく繰り返されている。又、黍、粟、大麦、いものほか、ゴマ、菜種、唐黍、大豆（フツ

マミ)、小麦などの植栽も行われた｡上納はこれまでの粟納や反布納のほかに、ゴマ､大豆、

小麦、アダンバムシロ、毛皮なども要求に応じて収めることになった。いろいろと諸作物

の植栽が行われるようになったが、畑の耕作、除草、播種などにはウスヤマ（梨）が使わ

れ、労働力として牛が使われた｡」という。
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第４節工産物、織物、林産物などの有り様

蕊 多良間島の工産物生産は、表１４にみるように、デンプン ･阿檀葉筵が多くを占めてお

表1４ 工産物

lｉ
|藍i竿

各種エ産物

眉
一
円

価額

麹軒
染料各種エ産物阿柚葉量

出所：『沖縄県統計書』各年版, 呵檀葉莚「1８９６（明,ﾛ

り、泡盛と表1５の甘藷焼酎の製造は興味を引くところである。また、木製品、瓦および

表１５酒類の醸造

戸数醸造高圧

396(明２９）5.00

出所：「沖縄県統計書』各年版。

土管も作られており、多々問島の人たちが自分たちで作られるものは自分たちで作る、と
いう姿勢が窺え、域内での生産と消費が循環しているのがみてとれる。

表16から織物の状況をみれば、宮古上布の高さが目に付き、女性たちの兼業であり、
現金収入のひとつでもあった。織物をめぐる状況について、『村の歴史散歩』では、つぎの
ような評価をあたえている。すなわち、「十八世紀になると、芭蕉の植え付けや芭蕉製法を
伝授して、芭蕉布を仕立てるようになり、ついで木綿花を植栽し木綿布を仕立てるように
なり、従来の苧布のみの衣料事情は緩和されるようになった。1837年には、冠船御用の木
綿布を取り立てられるほどになった。なお十九世紀中頃からは、野良仕事用に桑布やユナ
布も仕立てられるようになった｡」と。そして「十九世紀の末期になると衣類の移入品が

！ －２２－
が



表１６織物
単位：

数量価額

￣■396(明２９）

〕35(昭10）62418451■■■■■■
〕40(昭15）２９０１５９５０■■■

２３６１１２４２９０口旧■■■■
■■■■■■■■■■■■２００２０［
■■■■■■１０１３［

機数

従来の機

１４３1896(明２９）

出所：『沖縄県統計書』各年版。

多くなり、又、宮古上布の高騰で1922（大正11）年頃から、－部の男』性や多くの女性が平

良に出て機織修業で家庭の仕送りなどして生活援助をした。大正末期に－部の家庭で毛布

を使い、昭和の初めに－部の家庭で掛け布団を使うようになった。１９３７（昭和12）年頃か

ら綿製品がだんだん姿を潜めるようになり、人絹製品に変わった｡」との評価をも与える。

林産物では用材および薪炭材を供給し（表17)、鉱産物では石材および士石類の産出も Ｉ
表１７林産物

用材薪炭材

数量(石）価額(円）数量(束）価額価額

４００９２５１５０３００１０９１０

１５０３００２５２５０４０８

1935(昭１０）

1940(昭１５）

出所：「沖縄県統計書』各年版。

あった（表18)。これらは、住居が従来の掘立小屋から礎石や軒石を利用したものに

表１８鉱産物

｜石材及土石類

聿雰1935(昭１０）

1940(昭１５）

出所：「沖縄県統計書』各年版。

なり、松板の床が使われることになったことによる。

－２３－
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第５節畜産の姿

畜産の特徴であるが、表19で知れるように、牛が多く、馬が極端に少ない。牛が多い

表１９畜産および家禽

牛

1883(明１６）

1891(明２４）

1896(明２９）

1901(明３４）

1906(明３９）

1915(大４）

1917(大６）

1935(昭１０）

1940(昭１５）

馬

1883(明

1891(明

1896(明

1901(明

1906(明

1915(大

1917(大

川
一
測
一
刈
一
測
一
鋤
万
一
①

※明３４，明３９農業及び運搬用

豚

飼育戸数

1896(明

1901(明

1906(明

1915(大

1917(大

1935(昭

1940(昭

別
一
刈
羽
一
の
一
①
｜
川
一
⑤

577

のは、農耕用あるいは在来式製糖場での原動力として利用したからである。

あった豚、山羊の飼育もなされ、山羊は現在でも重要な役割を演じている。

タンパク源で

－２４－
句-ｓ
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１９４０

(昭１５）

1935

(昭１０）

１８９６

(明２９）

牝牡数量価額牝牡牝牡牝牡牝牡数量価額数量価額

山羊１０９７４１１６８５０５８６８７９４３４２４０８２０５６７９５４３６８９１３７８

尾肉１２５３２００７９１９２５６６

家禽６４３１１８０４１２２８１４８６

産卵８７９００１３２３１４７８０７４８

鶏１６７９

出所：『沖縄県統計書』各年版。

1998年現在時点での多良間島における畜産の状況をみると、肉用牛飼養戸数は129戸､飼

養頭数は3280頭で、１０年前と比較すれば、戸数で29戸の増加、頭数で1946頭の増加をみて

おり、１戸当たりの飼養頭数はおよそ２倍の増加である(村勢要覧)。これからの多良間島は

``さとうきびの島，，.“牛の島,’と呼ばれるのであろうか。

第６節水産の姿

Ｉ
最後に水産の姿をみることにする。表20であきらかなように、漁業を営んでいるのは、

表２０漁戸・漁人・漁船．網

兼業専業

苓二EFl量FEiLliLl二土訂己主ＪＵｈ【帥

出所：『沖縄県統計書』各年版。

ほとんどが兼業で、しかも、剥小舟と曳網を利用した漁法であった。水産物であるが、重

要な生活の糧であるにもかかわらず、統計的には非常にでにくい面がある。『村誌たらま

島』は、「島の周辺には各種魚類が豊富だといわれているが、島が孤立し、市場と遠く離れ
ていることと､港が不便であることなどが原因となって大規模な漁業は成り立たなかった。

……多良間島の人たちは、農耕を主としながらも、昔から大半は漁労の経験者であった。

少年の頃から海にしたしみ、自給自足の生活基調に応じて漁労の方法をしぜんに身につけ

ていく。こうして、夏など農業の合い間に漁労に出る者が多かった。しかし、これは専業

者の販売に大きく影響した。自給自足のなかには専業は成り立ち難い。この事も漁業不振
の大きな原因だったといえよう。」と、漁業の状況について述べる。それでも表21にみる

ように、多種なものがあり、現在でも、タイ類・ブダイ・イカ・サワラ・カツオなどが捕
れ、多良間島を取り巻く海の幸の恵をみてとることができる。

－
鱸
ｉ
Ⅸ
！
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１
‐
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．
…
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！
…
Ｉ
胸
』

－２５－



了urli

表２１水産物の価額の推移
:円

１９４０

（昭１５）

価額価額 価額 価額

乾魚

毒iiiFE海人草

その他藻類 ９７ 480

甲いか ２３．６０

玉目鯛 １２４．５０

肥料その他 １８

クルクン ３００ ５２８
￣

4,986その他魚類 ２９６４

巨張魚

１０３．５０

いか １３．２０ １８０ 330

４．２０

海鼠 １０．２０

永良部鰻

２４９５ 5,120
￣

５８５その他水産物 ３４８

その他食料 １７０

出所：『沖縄県統計書」各年版。

以上、「近代多良間島の生産」についてみてきたが、多良間島の人たちが何を生産の基盤に

していたかの一端に触れることができた。統計数値は何も語ってくれないが、各々の時代

の動き、その動き方を基礎的なところからつかむには数値に息吹を吹き込むことこそ重要
であろう。

－２６－
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